
心リハ通信
巻頭言
梅雨の季節ですが、皆様体調いかがですか。今年7月15日と16日、当院主催で日本心臓
リハビリテーション学会が横浜で開催されました。コロナ禍を乗り越えて、久しぶりの
現地開催メインの学会となります。2022年度診療報酬改定で、回復期リハビリテーショ
ン病棟入院料の対象となる回復期リハビリを要する状態に「急性期心筋梗塞、狭心症発
作、その他急性発症した大血管疾患または手術後の状態」が追加されました。遠隔心リ
ハもおそらく次の改定で認められるでしょう。Chat GPTの出現で、AIとの共存の必要性
が日常生活レベルで感じられる新しい時代に入ります。この大きな変化の波を楽しみた
いですね。

心臓・血管・腎臓内科主任教授安隆則
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第29回 日本心臓リハビリテーション学会学術集会
～間違いにくい心リハの探求：Approach on The Edge～

今年の心臓リハビリテーション学会学術集会は、会長をDr.安が務めました。
また、Dr.安の特別公演やPT田村を含める数名が発表を行いました！

名を超える先生方が参加してくださり、大盛況を収めました。

「第12回日本離床学会全国研修会・学術大会」にてPT田村が教育講演を行いました。
 PT高橋治憲が心リハ指導士試験に合格しました。おめでとうございます。
 PT江原が血管診療技師の資格を取得しました。
 「心リハ学会関東甲信越地方会」にてDr.安が大会長講演の座長、PT田村が一般演題の座長、を行いました。
 奈良県で心不全学会が開催されました。PT田村が一般演題の座長を行いました。
 PT鶴見の論文がパブリッシュされました。
 PT塩田が「第26回栃木県理学療法士会学術大会」にて最優秀賞演題賞を受賞しました。
 PT田村の筆頭論文がJournal of Clinical Mediceneにアクセプトされました。

 「第31回埼玉県理学療法学会」が開催され、PT田村が教育講演を行いました。
 新築移転し、 4部屋に分かれていたリハビリ室も一括りとなり、機器の使用もしやすくなりました。また、新し

いリハビリ機器も多数導入されました。
 Jr.アスリート育成事業としてPT赤澤を中心に当院スタッフが基礎トレーニング講座とメディカルチェクを行い

ました。
 PT江原の筆頭論文（講座）が理学療法とちぎに掲載されました。
 Dr.安のeditorialがcirculation Journalに掲載されました。
 PT田村がリハビリテーション診療クリニカルガイドを共書しました。

その他にもOT須藤・山木、PT髙橋もも・江原・寺島・永用・高橋治憲・大館・鶴見・堺が学会発表に励みました。

CR NEWS (R4.8～R5.7)



科研費：PT髙橋もも（奨励）、Dr. 巴が新規採択
（継続：Dr. 安、Dr. 杉山、Dr. 星合、田村、古谷、竹内）

PT鶴見が獨協医科大学大学院医学研究科を修了し、
医学博士を取得！おめでとうございます！

新入職員紹介
今年度は4名のPTが入職しました！どうぞよろしくお願い致します。

安心できる効果のある
リハビリを提供致します。樋

口
患者様に誠実に

向き合います！渋谷

患者様を心身ともに
元気にします！玉城

フレッシュな気持ちで 頑
張ります！久住

新 た な 取 り 組 み
レジデント制度を導入！
リハビリテーション療法士レジデ
ント制度は、２年間の卒後研修プ
ログラムを導入し、急性期リハビ
リテーションにおける豊富で幅広
い臨床スキルと知識を養い、社会
から求められる優れた療法士を養
成することを目的としています。

新病院マシン体制！
リハ室も一新し、「HUR」
など新たなマシンも追加致
しました。ブレスレットで
プログラムを 自動的に
オーダーメイド使用にセッ
トすることが可能です。

留学生
ハンガリーからのDr.留学生が微小
循環研究のため来日されました。
バーバラ先生は毎日研究に励んで
います。

今後の予定
9/16～17  
第９回

日本糖尿病理学療法学会学術集会
10/12～15
第42回

日本臨床運動療法学会学術集会

編集：獨協医科大学日光医療センター 心臓リハビリ室
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リハビリテーション部
TwitterやBlogも随時更新中です。
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